
統計データからみる関東の農林水産業

億円（同７位）、

○ 関東農政局管内（以下「管内」といいます。）の豆類の産出額（平成27年）は138億円で全国
の20％を占めています。
都県別にみると、千葉県が98億円（全国２位）で最も多く、次いで茨城県が16億円（同７位）、

栃木県が９億円の順となっています。
品目別にみると、らっかせいが109億円で最も多く、次いで大豆が22億円の順となっています。

４ 関東農政局管内の豆類

○数値は､都道府県順位です。
注：１ 全国の産出額は、都道府県別推計値を積み上げたものである。

２ 管内の産出額の構成比については、表示単位（億円）で算出した。

豆類の産出額（平成27年）

全国・農政局等別 都県別（管内） 品目別（管内）

○ 管内の大豆の作付面積（平成28年産）は11.0千haで、23年産に比べ1.7千ha減少しています。
○ 管内のらっかせいの作付面積（平成28年産）は6.2千haで、23年産に比べ0.7千ha減少してい
ます。

豆類の作付面積の推移

大豆 らっかせい

資料：農林水産省「生産農業所得統計」

資料：農林水産省「作物統計」


